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総 面 積：  4 万 2700 平方㎞（山地 54.8％、高原 6.4％、谷地 13.2％、平原 12.3％、丘陵 13.3％）
人　　口：  217 万 8579 人（漢族 59.9％、朝鮮族 36.7％）（農村人口 33.6％、非農村人口 66.4％）
延吉市 23.1％、敦化市 22.2％で半分近くを占める
Ｇ Ｄ Ｐ：  450 億 3415 万元（65.9 億ドル　第 1 次産業 10.1％　第 2 次産業 45.8％　第 3 次産
業 44.1％）一人当たり 2万 631 元（3020 ドル）中国（08 年）平均 2万 4640 元 , 上
海 4万 2748 元
就業者数： 93 万 9197 人（第 1次産業 37.6％、第 2次産業 15.7％、第 3次産業 46.7％）
所　　得： 都市住民平均可処分所得 1万 3743 元、農村住民純収入 4708 元（都市／農村＝ 2.9 倍）
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合計 第 1次 第 2次 第 3次 一人あたり シェア 第 1次 第 2次 第 3次
延吉市 1749121 35895 760545 952681 35020 37.8 2.1 43.5 54.5
図們市 217265 11252 111680 94333 16661 4.7 5.2 51.4 43.4
敦化市 884783 185020 374408 325355 18284 19.1 20.9 42.3 36.8
琿春市 659853 33894 433508 192451 29670 14.3 5.1 65.7 29.2
龍井市 193286 30497 61938 100851 10454 4.2 15.8 32.0 52.2
和龍市 272659 39436 127399 105824 13451 5.9 14.5 46.7 38.8
汪清県 318839 68181 123296 127362 13159 6.9 21.4 38.7 39.9




1． 産業が延吉市に集中。GDP37.8％、第 2次 36％、第 3次 46％を占める。
2． 第 3次産業の割合が高い。第 1次 10.1％、第 2次 45.8％、第 3次 44.1％。就業者数でも第
1 次 37.6％、第 2 次 15.7％、第 3 次 46.7％（全国第 1 次 38.1％、第 2 次 27.8％、第 3 次
34.1％）。






4． 一人あたり GDPで約 3.3 倍の差（延吉／龍井）。
5． 敦化市の第 1次産業規模がかなり大きい。　第 1次産業の 41％を敦化市が占める。
6． 朝鮮族の出稼ぎの増加などで朝鮮族割合が 40％を下回っている。
7． 2009 年 8 月長吉図開発開放先導区政策が国務院で採択され国家級国家開発戦略に。琿春
市を窓口に、延吉市・龍井市・図們市を前線に、長春市・吉林市を後背地に、発展を目指す。
Ⅲ　延辺朝鮮族自治州農業・農村基本状況（2009 年）
耕 地 面 積：  35 万 3613ha、一人あたり 1.2ha（耕地面積／農業人口）<全国 2.26 畝（＝ 1 ／
15ha）>延吉市 5％、図們市 2.6％、敦化市 46.7％、琿春市 8.4％、龍井市 7.6％、
和龍市 7.4％、汪清県 13.3％、安図県 9.1％













就 業 者 数：  41 万 1610 人。農業就業者数 29 万 4675 人（71.6％）、うち敦化市 30.1％、汪清県
17.5％、琿春市 12.2％を占める。その他工業 5.1％、卸・小売 3.3％、ホテル・飲
食 3.2％
農 業 構 成： 総生産高 81 億 9673 万元
 播種業 51.9％、林業 21％、牧畜業 24.8％、漁業 1.3％、サービス 1％
主要農作物： 播種面積で食糧（豆類・いも類を含む）が 88.2％と圧倒的
 食糧播種面積中大豆 55.6％、トウモロコシ 29.1％、水稲 12.8％










延吉市 敦化市 琿春市 龍井市 和龍市 安図県汪清県図們市
図 3　耕地面積の推移（単位：ha）
出所）『延辺統計年鑑』2010 年版より作成。






















4． 牧畜業：黄牛飼育が有名。牛飼育数 59万 7573 頭（78年比 4倍、内乳牛 1万 1189 頭 46.4 倍）、









合計 水稲 小麦 いも類 トウモロコシ 高粱 粟 雑穀 大豆
1978 227865 49760 16018 7629 57400 1800 30627 8524 56107
1980 231592 47318 16501 7036 44405 1715 30841 7558 76218
1985 206188 54477 16587 5419 45728 207 10739 5568 67463
1990 200925 54928 9435 5398 50916 73 3136 5819 71220
1995 185445 45229 4518 5415 48410 25 1018 4581 76249
2000 178890 43684 1882 8431 41458 23 491 4244 78677
2005 217640 41674 451 4743 54501 78 179 2963 113051
2006 224114 42731 297 5196 59929 56 316 2358 113231
2007 242378 41689 282 5189 78375 38 273 1362 115170
2008 256810 39323 231 5312 71686 23 237 1042 138956
2009 316051 40498 23 5321 92067 4 162 2147 175829
シェア（％）
　
水稲 小麦 いも類 トウモロコシ 高粱 粟 雑穀 大豆
1978 21.8 7.0 3.3 25.2 0.8 13.4 3.7 24.6
1980 20.4 7.1 3.0 19.2 0.7 13.3 3.3 32.9
1985 26.4 8.0 2.6 22.2 0.1 5.2 2.7 32.7
1990 27.3 4.7 2.7 25.3 0.0 1.6 2.9 35.4
1995 24.4 2.4 2.9 26.1 0.0 0.5 2.5 41.1
2000 24.4 1.1 4.7 23.2 0.0 0.3 2.4 44.0
2005 19.1 0.2 2.2 25.0 0.0 0.1 1.4 51.9
2006 19.1 0.1 2.3 26.7 0.0 0.1 1.1 50.5
2007 17.2 0.1 2.1 32.3 0.0 0.1 0.6 47.5
2008 15.3 0.1 2.1 27.9 0.0 0.1 0.4 54.1




は 78年比で大きな変化なし。そのうち瓜類が増減を繰り返しているが 78年比で 5.6 倍に。
8． 地域別では、












10． 農業機械所有状況については、農村住民 100 戸あたり大型トラクタ 8.1 台、小型トラクタ
18.4 台、脱粒機 7.4 台。全国平均値それぞれ 3.4 台、19.4 台、10.5 台と比べ、大型トラク
タ所有台数が多く、脱粒機は少ない。また加工も初級レベルが多いとのこと。
表 3　地域別播種面積シェア（単位：ha、％）
全州 延吉 図們 敦化 琿春 龍井 和龍 汪清 安図
播種面積 358356 5.3 2.6 46.6 8.3 7.9 7.0 12.9 9.6
1）食糧 316051 5.1 2.6 48.1 8.5 8.0 7.2 12.1 8.4
　 穀類 132776 9.4 3.7 31.7 13.0 12.3 10.8 11.0 8.1
水稲 40498 9.4 3.2 12.9 22.0 12.9 19.4 12.8 7.5
小麦 23 　 　 　 　 　 　 100.0
トウモロコシ 92067 9.3 3.9 40.1 9.1 12.1 7.0 10.2 8.2
粟 162 0.0 4.3 　 2.5 3.7 　 45.7 43.8
高粱 4 　 　 　 　 100.0
その他 22 　 59.1 9.1 　 18.2 　 13.6 0.0
　 豆類 177954 1.9 1.7 60.9 5.1 5.0 4.6 12.9 8.0
大豆 175829 1.9 1.7 60.7 5.1 5.0 4.6 12.9 8.1
　 いも類 5321 4.7 3.7 27.0 9.8 4.3 8.5 11.3 30.6
2）油料 7844 6.2 1.1 18.8 1.6 5.7 6.6 35.4 24.6
3）甜菜 218 　 　 94.0 　 　 　 6.0
4）タバコ 5586 5.2 3.0 49.9 0.6 5.6 8.8 23.3 3.6
5）薬材 10735 0.4 0.3 47.5 8.5 4.3 2.0 7.3 29.7
6）野菜（野菜瓜類含む） 11103 19.0 6.3 30.6 16.0 7.0 4.4 6.0 10.7
7）瓜類・果物 1269 8.1 9.4 16.6 2.0 3.6 0.6 9.1 50.5
8）その他 5550 0.1 0.3 29.4 0.0 12.8 5.6 42.1 9.7
出所）『延辺統計年鑑』2010 年版より作成。
94 松野　周治・高屋　和子：中国吉林省延辺朝鮮族自治州調査
11． 単位生産量は穀物全体でみると低め。全国平均穀類 5447 ㎏／ ha、個別にみると全国平均
米 6562.5 ㎏／ ha、トウモロコシ 5555.7 ㎏／ ha、大豆 1702.8 ㎏／ ha、いも類 3536.6 ㎏
／ ha、油料 2302.3 ㎏／ ha等（2008 年）に比べいも類を除き低い（ただし耕地の回転率
が低いことに留意が必要）。吉林省全体の数値、穀類 7351.5 ㎏／ ha、米 8790 ㎏／ ha、ト
ウモロコシ 7127.4 ㎏／ ha、大豆 1982.1 ㎏／ ha、いも類 3053.8 ㎏／ ha、油料 2441.6 ㎏
／ haと比べても、全体的に低い。
表 4　農業機械化状況（単位：ha、％）
全　州 延吉市 図們市 敦化市 琿春市 龍井市 和龍市 汪清県 安図県
??
?
耕 地 面 積 353613 17574 9031 165047 29742 26868 26148 46898 32305
機械耕作面積 318400 15300 7200 158300 28000 15600 18600 56500 18900
機械播種面積 287700 12700 5900 152900 21300 12900 12400 50900 18700
機械収穫面積 127000 2300 2400 85800 9100 5600 5600 5800 10400
機械鋪膜面積 5100 100 　 1900 　 400 100 2300 300
???
耕 地 面 積 100 100 100 100 100 100 100 100 100
機械耕作面積 90.0 87.1 79.7 95.9 94.1 58.1 71.1 120.5 58.5
機械播種面積 81.4 72.3 65.3 92.6 71.6 48.0 47.4 108.5 57.9
機械収穫面積 35.9 13.1 26.6 52.0 30.6 20.8 21.4 12.4 32.2
機械鋪膜面積 1.4 0.6 　 1.2 　 1.5 0.4 4.9 0.9
出所）『延辺統計年鑑』2010 年版より作成。
表 5　単位あたり生産量（単位：㎏／ ha）
全　州 延吉市 図們市 敦化市 琿春市 龍井市 和龍市 汪清県 安図県
1）食糧 2621 4527 3396 2307 2401 3483 2929 2414 2463
　 穀類 4058 5352 4839 4010 3070 4709 3989 3528 3815
水稲 3759 4536 4395 4792 2749 4162 3681 3836 3090
小麦 2565 　 　 　 　 　 　 2565
トウモロコシ 4195 5715 5012 3900 3413 4969 4363 3374 4126
粟 1784 　 3000 　 1500 2500 　 1932 1465
高粱 2750 　 　 　 　 2750
その他 1591 　 2000 　 　 1250 　 1333
　 豆類 1519 1543 1032 1620 1020 1230 1103 1653 1367
大豆 1533 1542 1034 1645 1021 1230 1103 1653 1367
　 いも類 3606 3425 3191 4236 4155 2870 2322 4220 3189
2）油料 1654 1414 811 2094 1500 1459 1643 1519 1670
3）甜菜 45596 　 　 46776 　 　 　 27000
4）タバコ 2083 1863 1617 2377 2171 1771 1861 1685 2303
5）園参（朝鮮人参） 8509 　 5000 8708 15387 533 3064 14028 6731
6）野菜（野菜瓜類含む） 41737 50812 36969 47847 33906 34211 52770 42694 22563




日　時：2010 年 11 月 3 日 14：30 ～
面談者：延辺大学農学院農林経済管理系　J教授
1．農村への協力について⇒成果は小さく、資金不足が問題












































① 出稼ぎ者の耕地は貸し借りが行われている。期間は 1，2年から 5年、10 年のものもある。
② 問題は土地を担保にできないため資金を借りることが難しいことである。小額ローンなど
も実施されているが、一方でインフォーマルな貸付が行われており、利子は大変高い。






















































人口 4万人、耕地面積 1万 2000ha余り（鎮面積 3万 ha程度で約半分が耕地）、農業人口 2




①  08 年から住宅改修を実施。これまでの 3年で 693 戸が終了、残り 300 戸余り。
②  693 戸には 08 年で生活資金補助 3000 元、09 年 6000 元、10 年も 6000 元を実施予定。
③ 残りの 300 戸余りは特困戸（特別困難家庭）で補助を行ってもなかなか住宅改修ができな
い。
④ その他資金を勝ち取り、緑化事業も実施。
⑤  06 ～ 26 年の 20 年に渡る S鎮社会主義新農村建設計画を実施中（省設計院を通過）。
⑥ 農村インフラ整備はまだ遅れている。新農村建設では電気、水、道路を保証。電気は問題
なく、水道整備は 90％、村コンクリート道路（村村通）整備も 80％に達し、後 2年で完成。
現在緑化を進める準備中。しかし投入資金は少なく、遅れている地域では資金不足に直面。



































⑦ 合作社は 14（瓜果、養鶏、養牛、林蛙、種子、農業機械、加工等）、協会は 60 余り。以前
は全て協会であったが、それが発達し合作社もできている。どの村にも協会が一つはある
が、その役割は余り大きくない。





⑨  14 合作社のうち、3つは村長がリーダーであり、その他は私営企業型である。




































































































































































化している。本調査以降も、中国遼寧省の中朝国境では、新鴨緑江大橋（2010 年 12 月）なら









１）本調査は 2010 年度立命館大学経済学部研究推進プログラム「Shared Growth and Shared 
Development（成長と発展の分かち合い理論）の拡張に関する多角的研究」（研究代表：田中宏経済
学部教授）を構成する、国際的な成長の共有 Internationally Shared growth and Shared 
Developmentの研究「中国東北中朝露国境地域における国際的成長共有：吉林省延辺朝鮮族自治州の





朝・ロ国境を行く～』大森經徳・川西重忠・木村汎編、桜美林大学北東アジア総合研究所、2011 年 1 月、
pp.73-83, 265-276。
４）JETRO大連事務所『延辺朝鮮族自治州概況』2010 年 12 月。
５）農業、農村、農民問題。
６）11 月 4 日の安図県調査の過程で、説明を受けた事例。
７）2011 年 1 月 11 日、中国琿春市の 2.1 万トンの石炭を積んだ貨物船が羅津港を経由し、同月 14 日、上
海の外高橋埠頭に到着した。同石炭は、中国が国内貿易で外国の港を利用する最初の輸送例となった。
2010 年 12 月 7 日、琿春鉱業集団の石炭が圏河口岸から朝鮮の羅津港に輸送され、そこで 1カ月間、
準備が整うまで待機した後、2011 年 1 月 6 日、琿春創力海運物流有限公司の「金博号」が羅津港に寄
港し、積み込みを終えて出港した。以上、ERINA（環日本海経済研究所）のメールマガジン「北東ア
ジアウォッチ」No.156、2011 年 2 月 11 日（原資料は「吉林日報」2011 年 1 月 20 日）に基づく。吉
林省など東北の石炭の南方への輸送は、現在、鉄道によって行われているが、鉄道の過密ダイヤと運
輸速度の低下の原因となっており、羅津港経由の輸送は、東北並びに中国の鉄道貨物輸送を改善する。
８）2005 年 7 月、琿春市東林経貿有限公司・琿春辺境経済合作区保税有限公司と羅先市人民委員会経済合
作社が合弁会社「羅先国際物流合営公司」を設立することで合意した。資本金 6,090.4 万ユーロ、中
朝折半とし、中国側は 3,000 万ユーロ余りの資金と設備・建築材料を投資、朝鮮側は、道路、港湾を






９）「朝鮮日報 Online」2011 年 6 月 9 日、http://www.chosunonline.com/news/20110609000011、「中央日
報日本語版」2011 年 06 月 10 日、http://japanese.joins.com/article/670/140670.html?servcode=A00& 
sectcode=A00。
